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PFDを活用した『働き方改革』
働き方改革の検討テーマの一つである
『⾧時間労働の是正』
対策案としては法改正による時間外労働の上限規制の導入がある

また、組織では時間外規制のため上司が部下に対して
時短ハラスメント（ジタハラ）
を強要する社会になる可能性がある。

そんな時代が来たときに倒れないために。。。
自分の働き方を見える化し、生産性を向上する技術 を手に入れておくしかない。
そのためにいまからPFDの技術を使いましょう!

時間外労働の規制自体は良いことなのですが、
一方で。。。より短い時間でいままでと同じ成果を挙げること(生産性の向上)が求められる可能性があります。

①働き方改革をPFDで実現するってどういうこと?
②PFDを活用するとムダ・非効率が見える?
③PFDを活用すると組織の仕事のつながりが見える?
④PFDを活用すると時間管理もできる?

AFFORDDカンファレン2017
T21ポスター発表から抜粋



T21研究会目的（PFDによるプロセス設計）

• QCDを絶えず改善し続けるには、要求を実現するために
プロセスを設計し、途中の変化に対応しなければならない
「PFD」はそのための最強のツールである。
PFDを使ったプロセスの設計の普及を図る

この技術を知っていないと倒れるよ!
生き残るために必要な技術!
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T21研究会メンバー（敬称略）

• 石川 亘
• 野沢 友希
• 池田 祐一
• 梶本 和博
• 田村 洋
• 八木 将計
• 曽我 裕史
• 南部 妙水
• 秋山 友秀
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プロセスとは?
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プロセス＝投入物を成果物に変換する行為/仕掛け



プロセスを表現していますか?
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DFDからPFDへ
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PFDの描き方

• PFDで使用する記号
• プロセスの表現
• 成果物の表現
• 階層化の表現
• 付番
• 成果物定義書
• プロセス定義書
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PFDで使用する記号
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プロセスの表現
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成果物の表現
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フローで繋ぐ
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成果物の生成フロー
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成果物の更新フロー
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往復フローと2本の単方向フローの使い分け
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プロセスの階層化（１）
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プロセスの階層化（２）

17



プロセスの付番
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成果物の付番
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成果物の複製表示
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例)成果物の複製表示
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成果物グループの表示
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無形成果物の表現
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成果物とプロセスの定義書
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成果物定義書のサンプル
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プロセス定義書のサンプル
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全体のPFD
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PFD(ProcessFlowDiagram)
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PFDとは

• プロセスを介した成果物の連鎖で目的の成果物を作り
出す経路を見える化したダイアグラム

• ＰＦＤ、成果物定義書、プロセス定義書の3点セットで
プロセス実行に必要な情報を定義

• 仕事に取り掛かる前に事前にシミュレーションを行うことが
できるため手戻りが少ない
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演習のスケジュール

演習①:最終成果物作成のプロセスを見える化する
– 年賀状を作成する:45分

• 説明:5分
• 演習:35分
• 解説:5分

演習②:現状のプロセスを見える化し、妥当性を確認する
– 業務手順をPFDで表現する:50分

• 説明:5分
• 演習:40分
• 解説:5分
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演習に使用する道具
• 模造紙・・・ＰＦＤのキャンパス
• 付箋紙・・・成果物、プロセス（2色）
• ペン・・・プロセス、成果物を結線する
• 定義書フォーマット・・・成果物定義書・プロセス定義書
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演習①:年賀状を作成する

• 年賀状の作成についてPFDを描いてみましょう

• 入力物
– 相手の住所・名前
– 自分の住所・名前
– あいさつ文
– イラスト
– 写真
– 年賀状（印刷前）

• 成果物
– 年賀状（印刷済）
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表面 裏面



まずはL0(最上位)のPFDを作成しましょう
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まずはL0(最上位)のPFDを作成しましょう
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年賀状
（印刷済）あいさつ文

写真

自分の住所・名前

相手の住所・名前

イラスト

年賀状を
作成する

年賀状
(印刷前)

階層構造を持っているので2重線



成果物の構成から考えてみる
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年賀状

表面データ
（郵送用の住所）

裏面データ
（新年のあいさつ）

自分の住所・
名前

相手の住所・
名前 あいさつ文 イラスト

表面 裏面

写真



演習①:『年賀状を作成する』
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年賀状
（裏面印刷済）

表面データ

裏面データあいさつ文

写真

自分の住所・名前

相手の住所・名前

• 成果物の構成を右から左にならべてみましょう。
• 必要なプロセスが見えてきましたか?

イラスト

年賀状
(印刷前)

年賀状
(印刷済)



演習①:『年賀状を作成する』

• 他に考えておくことは何でしょう?
– 表面データ

• 年賀状出す人は今年年賀状もらった人だよね。
• 今年もらってない（喪中）けど来年出す人いるよね。
• 今年新たに年賀状出す人は誰だろう。
• 喪中ハガキが来た人には送れないよね。

– 裏面データ
• 挨拶の事例集があると参考にできるよね。
• 年賀状イラスト集からどれ選ぼうかな。
• 写真を載せたいな。どれにしようかな。

– 年賀状の印刷
• 年賀状ハガキを購入してそれを印刷して作成する。
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演習①:『年賀状を作成する』
下記の3点セットを作成してください。

• ＰＦＤ
• 成果物定義書（一つ以上）
• プロセス定義書（一つ以上）
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（注意事項）
プロセスを目的語＋動詞で記載する
必要に応じて入力情報を追加する
プロセス番号、成果物番号を記入する

※相互レビューするときは肯定眼でコメントしてください。



成果物定義書・プロセス定義書
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演習①:『年賀状を作成する』解答例
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• プロセスを目的語＋動詞で記載
• 必要な入力情報を追加
• プロセス番号、成果物番号を記入

D4
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要求が変わるとプロセスが変わる

• 自分の住所を裏面に印刷したい
• 家族の連名か、個人の名前か選択できる
• 裏面の印刷画像を相手先によって変えたい
• 両面出力対応のプリンタを使う場合
• 準備する年賀状(白紙)の枚数は住所録のデータがインプットになる
• ためしうちのプロセスがあってもよいかも
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成果物への要求が変わると
プロセスが変わる

使うツールによってもプロセスが変わる



プロセスが実行されるのはいつ?
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プロセス開始の実施条件を明確にする
↓

適切なタイミングで仕事を行える

【インプット成果物の準備が遅れている時に順番を入れ替える等】

必要スキルを明確にする
↓

ソフトウェア開発のプロセスであれば
このプロセスの実施に必要なスキルがあらかじめわかる

【作業に入る前に必要なスキルを習得することができる】



人によりプロセスはさまざま
• ※描く人によってさまざまなプロセスが存在します。 T21研究会のメンバーのプロセス例を下記に示します。

• ○Ｉさんの例
• ・イラストデータ作成のプロセスで嫁さんがスキャナとペンタブレットを使ってイラストを作成している
• ・白紙の年賀状購入のプロセスがある。インプットはお金?を記載したほうがいいかも
• ・通信欄は手書きのプロセスがある。人の手書きのほうが温かみがあるから手書きのプロセスなのかも
• ・ポストに投函するプロセスがある。アウトプットは投函された年賀状を記載したほうがよさそう
• ・未送付の方へ対応するプロセスがある。1/1以降に未発送の人に対応できるようにプロセスを考えている

• ○ＩSさんの例
• ・タスクごとにやることを洗い出してからPFD化している
• ※私もよくマインドマップとか使って洗い出ししています。
• ・喪中ハガキの人は印刷のときに出力可否を設定している。
• ・本人と家内で表面印刷データは別々に作成して印刷している。
• ・会社、友人、家内で裏面のデータは別々に作成して印刷している

• ○Kさんの例
• ・INPUT成果物にグループ表示
• ・年賀状購入のプロセスがある

• ○Nさんの例
• ・ウェブポのサービスを活用している
• 年賀状の表面、裏面に印字する情報を設定し、印刷発注できるサービス
• ・PFDの階層化をつかっている。上位と下位でプロセスを分けて分業しやすくしている

• ○Tさんの例
• ・出力成果物に今年の送付先リストを明示的に表現している。
• ・表面と裏面の印刷をひとつのプロセスで表現している。

• ○Ｎさんの例
• ・結婚報告ハガキがインプットにある。新婚さんだから?
• ・年賀状ハガキを購入するプロセスがある。
• ・印刷後に手書きのあいさつ文記入のプロセスがある。
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演習②:業務手順書をPFDで表現する

• 業務手順書一覧から
INPUT/OUTPUTを確認し、PFD化してみましょう。
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工程 定義 INPUT OUTPUT

提案書 プロジェクト計画書

議事録 リスク管理表

工程別品質管理チェックシート

要望事項資料 要件定義書

議事録

営業報告

要望事項資料 要件定義書

議事録 レビュー議事録

要件定義書

要件定義書 設計書

テスト設計書

○○事業部

計画
開発のスコープ及び方針を決定する。ま
た、リスクの洗出しを行う。

要求分析・要件定義 ユーザの要求事項を明確に定義する。

製品要求事項のレビュー
要求事項の問題点を明確にし、必要な処
置を行う。(要求事項の可能性、システム
の実現性)

業務手順書

設計 要件を実現する成果物の設計をする。



業務手順書をPFDで書くことで・・・

足りない成果物が見えてくる・・・

作業を事前にイメージ（シミュレーション）することができる。
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○○をする！？

！？

○○をする

○○をする

○○をする



項目 疑問 解決案

成果物でプロセスを分ける

人が並行作業できる単位で分ける

プロセス定義書を記載し、大きい場合は分ける

２、3時間くらいの作業で分ける

工程手戻りについては発生したケースごとにモデルプロセスが違うため記述しない

手戻りのプロセス(バグ修正プロセス)は別プロセスとして表現しておく

インプットはOK、アウトプットはNGなので基本は無形ではなく、見えるようにすべき
現状分析の問題提起として無形成果物が中間成果物としてあることはある
次のプロセスのインプットとして理解できるエビデンスとして成立してるならよい
教育した結果の成果物とかは無形成果物(人　未経験者→経験者)になるかも

状態の表現をしているところもある　成果物@状態　　例）装置@未設定→装置@設定済

ゴールが見えない場合は仮プロセスを書いてスパイラルでまわしていく

曖昧にならないように期間や成果物で切りながらプロセスを検討していく

手戻りのプロセスは描くべきか?
正常フローの表現のみでよい?

プロセスの分割基準を知りたい

成果物が無形のものがある?

将来のプロセスが曖昧なままでも書ける?

ＰＦＤ

こんな疑問点ありませんか?
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こんな疑問点ありませんか?
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入力/出力
－－－－

処理内容
－－－－
－－－－
－－－－

目的
－－－－

構成内容
－－－－
－－－－
－－－－

プロセス定義書 成果物定義書

項目 疑問 解決案

関係者間で合意できればよい。

作業する人のスキルで書き分ける。（初心者・育成者・委託者など）

作業開始できればよい。

インプットである中間成果物の○%が終了していること

インプットがある状態になったとき、インプットの何かができたときプロセスが実行できるもの

リーダーが判断した場合、関係者がOKをだしたとき

最終成果物を作るために必要な目的となっていればよいのでは

最終成果物を構成する成果物の関連性も理解する意味で書くべき

中間生成物の必要な理由　最終成果物の一部を構成しているのでそのためのもの

成果物は人によって解釈を変わってしまうのでそれを使う人が罠にはまらないためにも書くべき

定義書の記載粒度を知りたい

前提条件に前のプロセスが終了していること
としかかけないんだけど?

プロセス定義書

成果物定義書 成果物の目的とは?



PFDを使ってみてください

以下のような効果があります

• 関係者間の思い違いがなくなる
• ムダな作業・資料を発見できる
• 人に仕事をお願いしやすくなる
• もっとよい仕事のやり方をみんなで考えられる
• 事前に検討するから失敗しない
• 混乱した現場の状況を把握し、鎮めることができる
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おわり

演習おつかれさまでした!
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